
ほたるの活動報告 

～医師会モデル確立を目指して～ 

            社団法人鶴岡地区医師会 

            在宅医療連携拠点事業室ほたる 島貫 設子 

平成２４年度 在宅医療連携拠点事業 南東北ブロック活動発表会 
平成２５年１月２６日（土） 



医療圏：鶴岡市・三川町（南庄内） 

面積：1,344平方キロ 

人口：143,797人（H24.3.31現在） 

（鶴岡市：136,146人 三川町：7,651人） 

高齢化率（H24.3.31現在） 

 鶴岡市：28.9% 三川町：28.5% 

（全国平均：23.0% 山形県：27.6％） 

      ※（）内はH22年国勢調査時点のデータ 

 

 中核病院：鶴岡市立荘内病院（520床） 



タスク１  
多職種連携の課題に対する解決策の抽出 



【ほたる多職種研修会】 参加者合計 約４５０名 

 

 

開催日 テーマ 講師 参加者 

1 7月18日 脳卒中 病院医師 137名 

2 8月22日 糖尿病 病院医師、薬剤師、栄養士 105名 

3 10月3日 リハビリ 病院医師、老健PT、訪問リハ
OT 

151名 

4 2月15日 エンゼルケア 緩和ケア認定看護師 50名位 

開催日 会の名称 参加形態 参加者数 

1 5月21日 第1回南庄内在宅医療を考える会 共催   29名 

2 8月2日 第1回医療と介護の連携研修会 共催 181名 

3 10月15日 第2回南庄内在宅医療を考える会 共催   22名 

4 11月22日 第2回医療と介護の連携研修会 共催 137名 

5 12月9日 在宅歯科医療と口腔ケアについての多職種連携研修会 後援 1部2部 
合計169名 

6 12月14日 鶴岡協立病院 高齢者・認知症ケア推進委員会 
発足記念講演会 

共催 140名 

7 2月14日 在宅訪問歯科診療報告会 共催 

【その他 共催・後援した研修会】 

意見交換会は 
３月に実施予定 

多職種が一堂に会する場の設定 

タスク１ 多職種連携の課題に対する解決策の抽出 



訪問歯科診療相談窓口の設置 

 鶴岡地区歯科医師会との定期的なミーティング（毎月第4月曜日13:00～） 

 「訪問歯科診療のご案内」のパンフレットを医療機関等に配布（1,000部） 

 在宅訪問歯科診療運用状況の報告会を共催予定（2月14日） 

 

 

 

タスク１ 多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

課題：歯科医へ繋ぐ窓口がない→口腔ケア提供体制の構築 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 合計 

０ １ ３ ０ ０ １ １ １ １ ０ ８件 

回復期リハビリテーション病院への歯科介入 
 回復期病院に入院している脳卒中パス患者を対象に歯科医師会で作成したチェックシー
トを用いた、 看護師による歯科スクリーニングを実施 （10月1日より運用開始） 
 
回復期病院と歯科の会議を開催（現在５回開催済み） 
 
≪10月・11月の歯科治療希望者状況≫ 

   脳卒中パス新入院患者数  歯科治療実施者数 
１０月     １２名          １名 
１１月      ７名            ３名 
１２月     １２名          ２名 

訪問歯科診療申込み件数（ほたるを通した分） 



タスク１ 多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

課題：地域の各種会を集約する窓口がない→学習会集約窓口を設置 
地域内の医療介護全般に関する各種学習会やイベントの予定を、ほたるホームページ
上で集約して周知することを7月から開始。イベントコーディネーター役を担う 



タスク２  
在宅医療従事者の負担軽減の支援 



課題 対策 

薬剤師との連携強化 薬剤師会との話し合いの場を設定 

看護記録等の事務的業務の軽減 看護記録システムの開発を検討 

タスク２ 在宅医療従事者の負担軽減の支援 

課題：訪問看護のマンパワー不足→訪問看護師へのアンケート調査 

１回目アンケート 

【目的】訪問看護師の本来的業務・役割の見直しを行い、訪問看護師の負担を 

    軽減する対策を講じる 

【対象】当地区の訪問看護ステーションに勤務する訪問看護師２１名 
 

２回目アンケート 

【目的】１回目アンケート結果から課題となった項目の業務内容を調査する 

【対象】当地区２箇所の訪問看護ステーション 

 

≪訪問看護業務の課題≫ 

 

 
 

≪まとめ≫ 

 課題の把握はできたが、訪問看護師の負担を軽減するための具体的な対策を講じるまでには
至っていない 

 ２つの訪問看護ステーションが、統一した看護記録システムを開発することも視野に入れる 



薬剤師会で実施した訪問服薬指導等に関するアンケート結果 

年度 総数 対応可能 応相談 不可 無回答 

H23年度 ５５ １１ 
（20％） 

２３ 
（41.9％） 

２１ 
（38.1％） 

０ 
（0％） 

H24年度 ５６ １０ 
（17％） 

２４ 
（42.8％） 

１６ 
（28.5％） 

６ 
（10.7％） 

≪考察・対策≫ 
①訪問服薬指導の実施状況に昨年度との大きな変化はない 
                     （鶴岡・三川） 
②訪問可能時間や訪問範囲、時間外対応、退院カンファレンス 
 への参加体制の有無等、今年度のアンケート内容に在宅医療 
 に関する情報を追加して調査していただいた 
③アンケート結果をもとに、在宅医療の推進に関する薬剤師会  
 との話し合いの場を設ける（2月から） 

タスク２ 在宅医療従事者の負担軽減の支援 

課題：訪問服薬指導を実施する薬局の不足と医師の理解不足 



タスク２ 在宅医療従事者の負担軽減の支援 

課題：組織横断的な情報共有体制が構築されていない→ 

在宅医療地域資源マップのホームページでの公開 

クリック 

 
≪地域の医療介護資源マップ登録件数≫ 
 
病院・診療所  ：   99 
歯科診療所   ：   54 
薬局     ：   63 
介護系サービス    ： 265 
障がい福祉サービス ： 162 
 



Net4U Note4U 

患者情報共有ツールの活用と展開 

調剤薬局 訪問看護ステーション 

病院 

居宅介護支援事業所 

家族（別居） 

患者・家族（同居） 

医療・介護従事者のための患者情報共有ツール 

在宅主治医 

介護福祉施設 
ヘルパー 

ステーション 

介護者参加型在宅高齢者見守りWEB連絡ノート 

訪問看護ステーション 

検査結果 
処方 

見守り情報 
連絡ノート 

データ連携機能 

セキュアネットワーク 
（SSL-VPN） 

一般的な 
インターネット回線 

バリアンス
発生 

バリアンス通知 

～当地区で10年以上利用されています～ ～本年度ほたるが主体となりシステム構築～ 

タスク２ 在宅医療従事者の負担軽減の支援 

患者情報共有ツールの活用と展開 



タスク３  
効率的な医療提供のための多職種連携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緩和ケアカンファレンスの開催自体も減ってきている。また、他の疾患の退院前カンファレ
ンスへも参加できるように、病院側から理解してもらうことも必要となっている 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０
月 

１１
月 

１２
月 

１月 合計 

１ ２ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ７件 

 

 効果検証のためのアンケートを実施予定（2月） 

 現在調査内容について検討中。利用頻度や使用してどのような効果が得ら
れたか、また、課題等について分析を行う 

 

 閲覧制限をかけ、ほたるのホームページ上にデータベースを公開予定（3月） 

タスク３ 効率的な医療提供のための多職種連携 

医療依存度の高い方の施設受入れ情報データベース 

退院カンファレンスへの参加（急性期病院の緩和ケアカンファレンス） 



 地域ケア推進担当者会議への参加 

          （毎月第１水曜日） 

 参加者：行政保健師、市社協地域福祉課、 

  地域包括支援センターつくし、ほたる 

 

 地域ケアネットワーク会議    ４回 

 介護者のつどい         ２回 

 町内会ごとの集会等       ６回 

 

 地域で開催される会へ積極的に参加し、
ほたるの周知、地域課題に対する医療的
助言、参加者からの相談に対応した 

 包括との連携を継続していくことが、包
括と拠点のより良い関係づくりに繋がる 

≪趣旨≫ 

 地域包括支援センターのコーディネート
機能の強化を支援する 

 山形県の地域包括ケアシステムの構築す
るため必要な事項を定める 

 

 広域協力機関として参加 

今までの活動から得た経験を生かし、オブ 

ザーバー的立場で意見や助言等を行っている 

 

 

タスク３ 効率的な医療提供のための多職種連携 

包括と一緒
に寸劇 

地域包括支援センターつくしとの連携      山形県地域ケア会議等 
                         広域支援員等運営会議 



 定期的なミーティング（毎月第１月曜日13：00～） 

   出席者：庄内保健所、鶴岡市長寿介護課地域包括支援センター 

 医療と介護の連携推進担当者会議への出席（研修会企画会議） 

 

 鶴岡市地域包括支援センター連絡会が行った「介護支援専門員業務実態に関するアン
ケート」に、昨年度作成した「在宅療養者支援のための連携シート」活用についての
項目があり、結果をフィードバックする 

 

 

 

 

 

 

 

 その他共催した活動 

 …鶴岡市主催「福祉体育祭」で包括の利用方法を 

    寸劇で演じ、展示やアナウンスで訪問診療や介 

  護サービス、ほたるのPRを行った（参加者780名） 

利用状況 人数 

いつも利用している   ９名 

ときどき利用している  ５５名 

全く利用していない  ６８名 

合計 １３２名 

理由 

・近隣医師との連携はと 
   れている 
・ケアマネ個人の所有物 
   ではないため、冊子が 
   あることさえ分から 
   ないでいる 
 

 行 政 と の 連 携  

タスク３ 効率的な医療提供のための多職種連携 



  情報提供事業所数 ：２３     
  閲覧事業所数  ：４８（居宅介護支援事業所、病院地域医療連携室など） 

ショートステイ空き情報提供 

タスク３ 効率的な医療提供のための多職種連携 

アクセス数：1,097件 
（H24.4月～H25.1月18日現在） 



情報提供側 

（２１事業所中１３事業所からの回答） 

閲覧側 

（４４事業所中２４事業所からの回答） 

よく

ある 

0% 

とき

どき

ある 

79% 

ない 

21% Q、ショートステイ空
き情報を介した問い
合わせを受けたこと
がありますか 

ある 

67% 

ない 

33% Q、この情報を介
した問い合わせを
受け、実際利用し
たケースはありま
したか 

とても

必要 

5% 

必要 

63% 

あまり

必要

としな

い 

16% 

必要

ない 

0% 

その

他 

16% 

よく活

用して

いる 

4% 

ときど

き活用

してい

る 

44% 

あまり

活用し

ていな

い 

30% 

活用し

ていな

い 

22% 

Q,この情報は必要
だと思いますか 

Q,ショートステイの空
き情報を活用していま
すか 

タスク３ 効率的な医療提供のための多職種連携 

利用状況アンケート調査中間報告（H25年1月実施） 



タスク４  
在宅医療に関する地域住民への普及啓発 



住民向けリーフレットの作成 
   7月に2,000部発行→1,200部以上配布済み 

 
ニュースレター｢ほたる便り｣の発行 
   年4回のうち2回発行済み、各450部 

 
鶴岡市主催｢市民健康のつどい｣への参加 
   204名から展示閲覧後アンケート実施 

 
地域で行われる会議や活動に参加しての展示等PR 
   ・庄内プロジェクト市民公開講座 
   ・庄内地域医療連携の会市民公開講座 
   ・鶴岡市主催福祉体育祭       など 
 

在宅医療に関することや「ほたる」についての普及
啓発だけではなく、地域住民からの声を直接聞ける
良い機会であった 

住民向け啓発活動 

タスク４ 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 



４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

H24年度 
件数 

７ ２ ６ ６ ７ ９ ７ ３ ９ ２ ５８ 

うち 
地域住民 

１ １ ２ １ １ ６ 

H23年度 ２ １ １ ２ ３ ８ ３ ９ ２９ 

内容 件数 

地域資源の情報提供 17 

相談支援 14 

医療依存度の高い方の入所先 10 

入所施設について 9 

往診医について 8 

機関名 件数 

医療機関 18 

地域包括支援センター 3 

居宅介護支援事業所 25 

小規模多機能施設 1 

訪問看護事業所 2 

グループホーム 2 

障がい者支援センター 1 

地域住民 6 

総 合 相 談 窓 口 

タスク４ 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 

相談件数 

相談元（機関別）            内容（上位５つ） 



タスク５  
在宅医療に従事する人材育成 



≪人材育成に関する地域の課題≫ 

 職種間の知識不足 

 医療・福祉・介護に携わる多職種が一堂に会して学ぶ機会が無い 

 特にケアマネジャーの多くが福祉職で、医療の知識に対する不安を 

 持っている 
 

≪実施・予定している活動≫ 

 多職種対象研修会（年４回） 

 医療と介護の連携研修会（年２回） 

 東京都連携実務者協議会からのパネリスト依頼 

 他地域からの要請による講演 
 

≪都道府県リーダーとして地域リーダー研修≫ 

 山形県では今年度１市１村で実施予定とのこと。ただ研修そのものの 

 内容・期日も定まっておらず、拠点事業としての関わりも今のところ未定 

 

 

人 材 育 成 

タスク５ 在宅医療に従事する人材育成 



ほたるのスタッフ（看護師・相談員）

が事業所へ出向き、勉強会を開催 

アンケートの内容より、福祉について

は行政担当部署に、在宅医療について

は訪問看護師から情報を収集 

開催前に…聞きたいこと・学びたいこ

とを事前に知るべく、事業所にアン

ケート調査を実施 

きっかけ… 

ケアマネからほたるへの電話相談 

（参加者） 
居宅介護支援センター・包括支援センター職員…７名 
 
（講師）ほたる ２名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪まとめ・今後の予定≫ 
・ケアマネ個人、事業所ごとに医療に関する知識が不 
 足していると感じた。その底上げをどのようにして 
 いくべきか検討が必要 
・出張勉強会の開催について地域全体に周知する 

 

≪参加者の感想≫ 
・基礎資格が介護職のケアマネは医
療に弱いため、医療サービスに繋げ
られないということはケアマネジメ
ントに大きな不安を抱えている 
・ケアマネ対象に研修会等多数行わ
れているが、大きい規模ではなかな
か聞けないことを勉強会として開催
したいといった希望に応えてくれる
場所があって心強い 

出 張 勉 強 会 

タスク４ 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 




